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Investigations of Stainless Steel Oven corroded on 
Sulfur Smelting 
Kcizo N ishida 
Abstract 
Some test piεC巴swere pr日paredout of stainless steel oven (1296 Cr) 
corrod巴don sulfur smelting， and巴xamined by sulfur-print， hardness test， 
chemical analysis and microscopic examination with many etchants. 
The results are as fol1ows: 
1. On such sm邑ltingthe wall of the oven shows flat corrosion， 
which proceed specifically in int巴rcrystallinetype. 
2. The inner wall increases hardness and is much enriched with 
carbon. 
From the aboveフ itis more lik巴lythat chromium carbide particles 
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ある。この釜から破損箇所に近いもの (4.5mm~7mm厚を有L，これを A-I と呼ぶ)， それよ
り肉厚の少し大なる部分(l1mm内外の厚さを有L，これを A-lIと呼ぶ)，および2枚盆上蓋
の縁端部分 (A-lllと呼ぶ〕を探li;_した。 A-I ; A-II，は共に熔融硫黄の擾触する部分であ
り，釜の底に近いので，相当の加熱侵蝕を受けていると考えられ， A-illは比技的低温で，硫支
蒸気の践蝕する部分であるので，その侵蝕慶は少いと考えてよいであろう。また釜の内!日;外
面部分の各種試駄な行うため， 厚さ 10~12mm の Û'lí Efrから平板状の試験片を取ったO 内側の
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写真 2a. 硫黄プリント (A-1) 








写真 2b. 硫黄プリント (A-n) 
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試Jí今については写真 4a~4eに示す通りであって，写真 4c までは内屑に属し写真 4ci以下は外
層に局している。これによれば同一腐蝕条件でも内層ほ村が(也の祁分よりも腐仙液に対して敏
感であることがわかるの (この写真中黒斑点は試薬による組織検出後，大気による悶蝕によっ





2 村上，錦織，岡;金属の研究 vol. 6， No.9 (1929) 写真 4a 釜の内表而 ><2ぞOx竺-
初回数衛;金属の研究 vo1.8， No.2 (1931) 
* グリセレギア試薬;HCl : HNO， :グリセリ γニヲ: 1: 2。これで常温l2E少の腐蝕をuった。
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写真 4b.内面より O.5mm
R 




写点 4d. 内面より 9.9mm
?
?






















写真 6c. 6b.の拡大 X300x; 
手百九b. 6aの拡大 X90x; 







写真 6g. x300x ~ 
写真 7a. ×3m; 
国
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日式片A-Tf-1 外面の íirJ2'皇、分布および~[J点7a; 7bのおYJ'私iSlO図




8. J'.夜{イA-B[の組織一一一. .. 7 ょ;~-
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これによればやはり尿化物粒子は腐蝕さわしておらず素地は内面より約 1.E"mmまで着色が大で















内 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11外
画ー 一一→内面よりの距離(mm) 同
しかして写真9dでは1ケの粒子でも周囲が淡赤色で中央が黄色を示すがその己の境界が問慌で
ない。一方写真 9cに見るごとく1r.方の粒子では青色と黄色の境界が判j燃としている Q 従って
後者の場合にはか Lる粒子の中心部と周辺市とでは組成の相違も考えられる。またA一自につい
ては写真 10a~ 10cに示されるごとく， 10aでは前述の通りであるが， 10bでは殆んど淡赤色粒
子である。






























写虫真~ 9弛h. 内面より 1ω?;mm， x 30∞Ox 
(外両より 0.4mm) "JVV~' 9 
H弓
JL:.'" 
写l~ 9g. 内面より9.7mm X300xB 
(外[前より 1.6mm) "-'uu~ 9 
ヲ:頁 9i. タ|代目三日王附jl: ×300×3 
写真 9a.一 着色粒子 C1Ji:W不既陣，淡被色)と無色位子の潜在を示す。
写真 9b.一 右方の佐子は黄色を示す。
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とをのべているO 唯今の場介には釜材の大部分には状態図から見てO.18;SCで;工CCr， C 
が存在するが， If~ 層内町では (Cr， Fe)， C3が生成しているものと考えられるっさらに又 (iv~か
ら見られるごとく内周内田附近には赤血塩アルカリ熱溶i夜でも関川されノない炭化物が生交して







































































3. この内層では炭A素が濃化している。すなわち3 か Lる使用条件では材料内に炭素が残町
する傾向が強いQ
4. 安素の残aを基礎にして上記の諸国象を考察した。すなわち，内在する炭化物粒子が侵
蝕の進行と共にその組成形状を変化L，最後に再び一部は分解して行くと考えられるο しかし
茨化物の組成および炭素残出の原悶についてはいまだ明かでない。
終りにのぞみ，木研究のために試料および調査事項などを心よく提供して下さった北海道硫
黄K.K.幌別鉱業所所長山口清治氏を始め増子良男，長船lE犠の両氏，その他の方々に対して
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厚く御干しを申とげる。また本研究に対して終始御教示下さ ωった北大工学部幸町教授ならびに日
木製鋼所室蘭製作所前川博士に対して深く感謝すると共に，常時援助下さった本学金属工学研
究室の諸氏および学生諸君に感謝の意を表する。
なお本研究実施に当り，北海道科学研究補助金をうけたことを記して，あわぜて感謝する次
第である。 (昭和31平4月30日受理)
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